
 

 

 

 

 

 

1 趣旨 

若手研究者として、あるいは、大学院生として、研究を進めていくにあたって、さまざまな悩みや

課題があると考えています。研究の方法もさまざまな方法があり、本当に自分自身が進めている

研究の方法でよいのかについて迷うことが多いと思います。そこで、今回、さまざまな研究の進め

方についての経験を共有し、どのようにして研究を進めていけばよいのかについて話し合いを行う

ことができればと考えています。 

年齢や立場を超えて、よりよい研究の進め方について率直な意見交換ができればと思います。

多くの方々のご参加を心よりお待ち申し上げます。 

 

2 日時 

2021年 11月 20日（土） 15：00～18：00 

 

3 会場 

WEB開催 
  

4 参加費 

  無料 
 
5 プログラム 
 
15：00～15：05 開会あいさつ              
 
15：05～15：45 教育講演 「研究の進め方」 岡田進一（大阪市立大学） 
                 
15：50～18：00 シンポジウム 

「研究を進めていくポイント：研究の楽しさと難しさ」 

 
【シンポジスト】 
中堅研究者の立場から： 神部智司（大阪大谷大学） 
若手研究者の立場から： 杉山 京（日本福祉大学） 
大学院生の立場から  ： 楊 暁敏（大阪市立大学大学院 

後期博士課程院生） 
【コーディネーター】       岡田進一（大阪市立大学） 

 
 

関西社会福祉学会・日本社会福祉学会関西地域ブロック 

 

第 48回若手研究者・院生情報交換会 

研究の進め方とその方法 

 

★申込み期限：11月 16日（火）まで。 

★参加を希望される方は、「①氏名（ふりがな）、②所属・職名あるいは大学院の課程、③メールアドレス」をご記入の上、 

下記のメールアドレスまでお送り下さい。 

★頂いたメールに専用 URLをお送りいたします。当日、そちらをクリックして頂くことで、ご参加頂けます。 

 【申し込み・問い合わせ先：大阪市立大学大学院 生活科学研究科 岡田進一】 

【 E-mail： fnz35163@osaka-cu.ac.jp 】 
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